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１）歴史的風致維持向上施設の整備または管理に関する考え方 

  歴史的風致維持向上施設とは、地域における歴史的風致の維持及び向上に寄与する公共施設

等を指す。歴史的風致維持向上施設の整備または管理については、上位・関係機関との連携を

図りながら、建造物の修理や道路整備、情報発信機会の創出等に取り組む。 

   これらの歴史的風致維持向上施設の管理にあたっては、都市住宅課や社会教育課をはじめと

した関係部局が連携し適切な維持管理を行うとともに、所有者に対しても適切な助言・指導を行う。 

なお、重要伝統的建造物群保存地区内では文化庁補助事業を利用し、重要伝統的建造物群

保存地区外では歴史的風致維持向上計画等を活用した歴史的建造物の修理修景等を行い、重

要伝統的建造物群保存地区内外で一体的に整備を行っていく。 

 

２）歴史的風致維持向上施設の整備または管理に関する事業 

    ①歴史的建造物とその周辺景観の修理・修景に関する事業 

            １．歴史的風致形成建造物修理修景事業 

 ２．歴史的建造物に関する修景助成事業 

３．郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区修理事業 

９．ポケットパーク整備事業 

１５．空家利活用事業 

   ②伝統文化の継承に関する事業 

１４．伝統的しつらえ整備支援事業 

１７．祭礼活動及び用具整備支援事業 

１８．重点区域の文化遺産 記録作成・調査研究事業 

１９．重点区域の文化遺産 情報発信・人材育成事業 

   ③水源、水路網の維持と水利用システムの継承に関する事業 

１２．伝統的水利用施設整備事業 

④回遊性の向上と情報発信に関する事業 

１０．八幡橋（学校橋）架け替え事業 

１１．郡上八幡駅周辺整備事業 

１３．由緒書整備事業 

１６．城下町交通体系検討調査 

⑤町並みと周辺環境の景観形成に関する事業 

４．防災設備整備事業 

５．郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区防災設備整備事業 

６．電線類無電柱化事業 

７．街路灯整備事業 

８．道路修景事業 

第６章 歴史的風致維持向上施設の整備または管理に関する事項 
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重点区域内の事業位置図 



事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　郡上踊や大神楽は、歴史的町並みを構成する建造物が背景となって、縁日や奉納が
行われている。重点区域の歴史的風致を形成する上で特に重要な建造物を「歴史的風
致形成建造物」として指定し、これらの修理に対して助成を行うことで歴史的町並み
景観の形成につながり、歴史的風致の維持向上に寄与する。

１．歴史的風致形成建造物修理修景事業

郡上市

社会資本整備総合交付金（住環境整備事業）

平成27年度～令和5年度

事 業 位 置

　重点区域内において歴史的風致形成建造物を維持・保存する修理に伴う工費の一部
を助成する。
　建造物の真正性の確保するため、郡上市歴史的風致維持向上計画協議会において修
理基準について協議を行い、ガイドライン等を策定する。

事業位置

旧林療院本館島谷用水取水口 旧八幡町役場庁舎

長良川鉄道郡上八幡駅舎 本屋 長良川鉄道郡上八幡駅舎 跨線橋
長良川鉄道郡上八幡駅舎

プラットフォーム
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 位 置

事 業 の 概 要

　重点区域内において、一般建造物を歴史的町並みに調和させる修景に伴う工費の一部
を助成する。
　建造物と町並みの調和を確保するため、郡上市歴史的風致維持向上計画協議会におい
て修景基準について協議を行い、ガイドライン等を策定する。

　重点区域の町並みは、自主協定である「郡上八幡市街地 まちなみづくり町民協定」
によって、住民自らの手により守られてきた。歴史的風致を形成する要素となっている
一般建造物の修景に対して助成を行うことで歴史的町並み景観の形成につながり、歴史
的風致の維持向上に寄与する。

２．歴史的建造物に関する修景助成事業

郡上市

平成27年度～平成35年度：市単独事業

平成27年度～令和5年度

事業位置

川原町の町並み

殿町の町並み

橋本町の町並み

本町の町並み
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

関 連 計 画

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 位 置

事 業 の 概 要

　郡上八幡北町地区は重要伝統的建造物群保存地区に選定され、重点区域の核となる町
並みを形成している。
　伝統的建造物の保存修理等を行うことで、周囲の景観と調和した良好な景観の形成に
つながり、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

平成25年度～

３．郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区修理事業

郡上市

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助

　重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物等の保存修理等の基準に沿った
整備に対し補助を行う。

伝統的建造物群保存地区保存計画

職人町

柳 町

事業位置

151



事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　市街地の防災計画の策定に合わせ、伝統的建造物群保存地区外において災害抑制、
地域住民による初期消火、消防隊による延焼遮断等、効率的に防災活動に取り組める
設備導入を検討するとともに、修景整備も行う。

　今後において策定する防災計画に基づき、有事の際に迅速かつ効果的な初期消火を
図れるよう消火設備を配備する。また、老朽化した既存消火栓の修景も含めて整備す
ることにより、周辺の環境に配慮しながら伝統的建造物群を火災から守る。また、整
備の際には消防団の利便性向上にも配慮することにより、初期消火効率の向上につな
がり、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

平成27年度～平成31年度（令和元年度）

４．防災設備整備事業

郡上市

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

現状の消火栓

整備イメージ

埋設型消火栓
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

関 連 計 画

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　過去に重点区域内で発生した複数の住宅が全焼した火災を踏まえ、既存防火水槽を
補修整備することにより、歴史的風致を形成する伝統的木造建築群を火災と延焼から
守る。整備の際には、ポンプ車の駐車やホースの延長等、地元消防団の利便性にも配
慮するとともに、周辺景観に配慮することにより良好な景観形成が保全され、歴史的
風致の維持及び向上に寄与する。

５．郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区防災設備整備事業

郡上市

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助

伝統的建造物群保存地区保存計画

平成27年度～平成31年度（令和元年度）

　重要伝統的建造物群保存地区の防災計画に基づき、災害抑制、地域住民による初期
消火、消防隊による延焼遮断等、効率的に防災活動に取り組める設備導入を検討す
る。

事 業 位 置

老朽化が進む防火水槽

事業位置
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町１号線の３路線は重要伝統的建造
物群保存地区内の道路であり、沿道の伝統的建造物等との調和が求められている。町並
みの景観、防災、交通円滑化のため電線類の無電柱化整備を行うことにより、景観に配
慮した安全な道路が形成され、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

６．電線類無電柱化事業

郡上市

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

平成27年度～令和3年度

事 業 位 置

　重点区域内の市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町１号線の３路線にお
いて、景観向上や市街地交通の円滑化とともに、災害発生時の緊急対応能力の向上のた
め電線類の地中化を行う。

整備イメージ

整備イメージ

市道鍛冶屋町柳町線

大手町鍛冶屋町線

殿町柳町1号線

事業位置
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町１号線の３路線は重要伝統的建造
物群保存地区内を通る道路であり、沿道の伝統的建造物等との調和が求められている。
　重点区域の防犯・防災のため、周辺景観に配慮した街路灯を整備することにより、周
辺環境の安全性が確保され、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

７．街路灯整備事業

郡上市

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

平成27年度～令和2年度

事 業 位 置

　重点区域内の市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町１号線の３路線にお
いて、防犯防災設備向上のため、電線類の無電柱化にあわせて街路灯を整備するととも
に、重点区域の景観向上を図る。

整備イメージ

市道鍛冶屋町柳町線

大手町鍛冶屋町線

殿町柳町1号線

事業位置
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町１号線の３路線は伝統的建造物群
保存地区内を周遊する道路であり、沿道の伝統的建造物等との調和が求められている。
　周辺景観に配慮した道路修景整備（カラー舗装等）を行うことにより、町並みの景観
保全と来訪者の周遊性が向上し、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

８．道路修景事業

郡上市

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業、住環境整備事業）、市単独事業

平成27年度～令和5年度

事 業 位 置

　市道鍛冶屋町柳町線、大手町鍛冶屋町線、殿町柳町１号線の３路線において、重要伝
統的建造物群保存地区内の道路が周囲の環境と調和がとれるよう、電線類の無電柱化に
あわせて、景観に配慮した道路舗装を行う。

整備イメージ

市道鍛冶屋町柳町線

大手町鍛冶屋町線

殿町柳町1号線

事業位置
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　重要伝統的建造物群保存地区の中核地に隣接する当該駐車場の一部を整備・修景す
ことにより、来訪者の利便性が向上し、歴史的風致の効率的な情報発信が図られる。
また、駐車場に塀を設けることによって町並みの連続性が生み出され、歴史的風致の
維持及び向上に寄与する。

９．ポケットパーク整備事業

郡上市

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

平成27年度～平成31年度（令和元年度）

事 業 位 置

　市道に隣接する公共施設（八幡公民館）の駐車場にポケットパークを整備する。ま
た、歴史的風致やマナー啓発に関する情報を掲示する。

現 況

整備イメージ

事業位置
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　現在の八幡橋は、八幡小学校への通学路として学校橋の通称で多くの方に親しまれ
ており、郡上八幡市街地を縦断する吉田川を東西に俯瞰することができるビュース
ポットとなっているが、幅員が狭くで車両の相互往来ができない。
　北町と南町を結ぶ防災道路として、景観に配慮した架け替えを行うことにより通行
者の利便性・安全性が確保されるとともに来訪者の回遊性も向上し、歴史的風致の維
持及び向上に寄与する。

１０．八幡橋（学校橋）架け替え事業

郡上市

合併特例債

平成25年度～平成26年度

事 業 位 置

上流より下流を望む

下流より上流を望む

　重点区域内の南北連絡を円滑化し、来訪者の回遊性を向上させるため老朽化した八
幡橋（通称：学校橋）の架け替えを行う。

事業位置
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 位 置

事 業 の 概 要

　昭和4年に利用開始された長良川鉄道 郡上八幡駅は、鉄道・路線バス・コミュニ
ティーバス等公共交通の拠点であり、鉄道開通を記念した郡上踊の会場にもなってい
る。
　重点区域の玄関口として、公共交通と情報発信の拠点となる郡上八幡駅周辺を整備
することによって、住民や来訪者の利便性の向上につながり、歴史的風致の維持及び
向上に寄与する。

１１．郡上八幡駅周辺整備事業

郡上市

市単独事業

平成27年度～平成31年度（令和元年度）

　長良川鉄道 郡上八幡駅に付属する施設の整備（バリアフリー化）や、駅前ロータ
リーの改修を行う。

郡上八幡駅全景

事業位置

159



事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

事 業 の 概 要

　個人・自治会が所有する伝統的水利用施設の修景整備費に対して補助金を交付し、
水環境施設の保全を図る。

　町並みや、暮らしと一体となって地域のコミュニティを形成してきた多様な形態の
水環境や、それに付随する備品（セギ板等）を補修・整備することによって伝統的水
利用を促進し、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

１２．伝統的水利用施設整備事業

郡上市

平成25年度～平成26年度：岐阜県清流の国地域振興補助金
平成27年度～平成31年度：社会資本整備総合交付金(都市再生整備計画事業)

平成25年度～平成31年度（令和元年度）

重点区域内

整備イメージ

整備イメージ

水舟（木製）

水舟（コンクリート製）

手押し井戸

160



事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

　郡上踊、大神楽、伝統的水利用施設等に由緒書きを設置し歴史的風致の周知を図る。
また、個々の由緒書きとの関連をもたせることにより風致のネットワークを形成させる
とともに、目的や風致ごとに形態を工夫することによって効率的な情報発信と来訪者の
利便性が向上し、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

　伝統的水利用、郡上踊、大神楽に関する由緒書、活動紹介を設置する。（仮称）城下
町郡上八幡案内サイン等整備ガイドラインを作成し、景観に配慮しながら分かりやすい
案内板を設置する。

事 業 概 要

平成25年度～令和2年度

１３．由緒書整備事業

郡上市

平成25年度～平成26年度：岐阜県清流の国地域振興補助金
平成27年度～平成31年度：社会資本整備総合交付金(都市再生整備計画事業)

重点区域内

重点区域に設置されている

様々な案内板と由緒書等
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

　郡上踊や大神楽の祭礼が開催される地区の各家庭の軒先に吊るされている提灯や、
高張り提灯の修繕や購入を支援する。これにより、町並みが醸し出す風情が生まれ、
行事を担う者や周辺住民の意識の高揚を図ることができ、歴史的風致の維持及び向上
に寄与する。

事 業 概 要

１４．伝統的しつらえ整備支援事業

郡上市

市単独事業

平成28年度～令和5年度

　郡上踊や大神楽等、伝統的な町並みの風情を保つしつらえ設置に係る費用に対して
助成を行う。

重点区域内

日吉神社参道のしつらえ

本町通りの郡上踊大提灯軒先の提灯
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

平成25年度～

１５．空家利活用事業

郡上市

市単独事業

重点区域内

事 業 概 要

　郡上八幡市街地空家空店舗状況調査の結果を踏まえ、町並みを維持するための空家の
利活用として、住宅の賃貸だけではなく、まちづくりと連携した様々な活用提案を支援
する。

　空家情報を所管する商工観光部と連携し、重点区域の空家利活用の促進を図る。ま
た、賃貸住宅としてだけではなく、様々な活用提案を支援することによって、空家の常
態化を防ぐことにつながり、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

空き店舗利活用実験 町家 伊之助

ニットカフェ

歌舞伎公演

大学の夏期合宿

163



事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

　観光車両と地元車両の混在による回遊性や緊急車両の通行阻害の原因を、地元住民
とともに考察することにより重点区域が抱える課題を共有する。また、その結果を観
光パンフレットにフィードバックさせることにより、住民や来訪者の利便性の向上に
つながり、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

事 業 概 要

１６．城下町交通体系検討調査

郡上市

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）、市単独事業

平成26年度～令和5年度

　有識者と地元住民を交えて現状の交通課題と風致を考察し、よりよい交通体系を検
討するとともに、その成果を推奨観光ルートとしてパンフレットに反映させる。

重点区域内

観光客と車両で混雑する重点区域

現在の観光パンフレット
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

　毎年4月中旬に開催される春祭りにおいて、大神楽は市街地を巡行する。核となる三
つの神社の衣装や小道具等の購入修理や練習活動を支援することにより活動の活性化に
つながり、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

事 業 概 要

１７．祭礼活動及び用具整備支援事業

岐阜県・郡上市

岐阜県指定文化財保護事業
無形民俗文化財伝承支援事業

平成16年度～

　大神楽や郡上踊の練習場としての会場使用料の無償化、衣装や小道具の購入・修理を
支援する。

重点区域内

破損した天狗の面

修繕が必要な舞子の衣装
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

　重点区域内にある文化財や歴史的環境について、関連組織と協力して調査研究するこ
とにより、歴史文化に対する関心と理解を深めることができるとともに、調査結果を伝
承や後継者の育成に活用することによって、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

事 業 概 要

１８．重点区域の文化遺産 記録作成・調査研究事業

郡上市、地域住民等

平成25年度～平成27年度　岐阜県清流の国地域振興補助金
平成28年度～令和5年度　市単独事業

平成25年度～令和5年度

　文化財の保存活用に携わっている団体や地域組織と連携して、文化財や歴史的環境の
記録保存と調査研究を行う。

重点区域内

郡上八幡の水文化を守り育て、付加価値を開発して次代へ繋ぐことを目的として設立した特定

非営利活動法人「郡上八幡水の学校」
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事 業 名

事 業 主 体

支 援 事 業 名

事 業 期 間

事 業 位 置

事 業 が 歴 史
的 風 致 の 維
持 向 上 に 寄
与 す る 理 由

　
　郡上学と連携した住民向けセミナー開催や市民団体による歴史的環境等の調査・発表
を支援することにより、歴史的風致への関心と理解を深めることができ、歴史的風致の
維持及び向上に寄与する。

事 業 概 要

１９．重点区域の文化遺産 情報発信・人材育成事業

郡上市

市単独事業

平成25年度～令和5年度

　ふるさとの歴史、文化、自然、産業等の魅力、価値とともに課題を学ぶ各種講座を開
催し、風致を担う意識を醸成する。

重点区域内

郡上学市民講座の一コマ

郡上八幡水の学校による市民講座「水路カラクリ探訪」
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